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特 集

【
始
ま
り
】

　

平
成
18
年
度
に
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
等
を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
と
し
て
、
10
ａ
の
田
ん

ぼ
に
菜
の
花
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

菜
の
花
の
開
花
時
期
が
、
ち
ょ

う
ど
丸
岡
公
園
の
桜
の
開
花
時
期

と
重
な
り
、
山
江
村
の
春
を
五
感

で
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
「
春
爛

漫
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
、
郡
市
内
外
か
ら
40
名
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
小
さ
い

な
が
ら
も
山
江
村
の
新
名
所
と
し

て
「
菜
の
花
の
田
園
風
景
」
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。

【
菜
の
花
ま
つ
り
】

　

今
年
は
景
観
づ
く
り
と
し
て
の

菜
の
花
栽
培
か
ら
、
農
地
保
全
、

農
業
の
分
野
へ
視
点
を
移
し
農
業

委
員
活
動
の
一
環
と
し
て
「Eco

燃
料
拡
大
推
進
事
業
」、「
菜
の
花

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」、「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」

に
取
り
組
み
、
村
内
延
べ
205
農
家

の
参
加
を
募
り
、
村
内
47 

ha
の
田

ん
ぼ
で
菜
の
花
を
栽
培
し
ま
し

た
。

　

満
開
に
な
っ
た
菜
の
花
の
観
賞

と
、
食
の
安
心
・
安
全
を
考
え

た
「
菜
の
花
米
」
へ
の
取
り
組
み

を
生
産
者
、
消
費
者
に
普
及
す
る

た
め
、
４
月
６
日
（
日
）
に
第
１

回
や
ま
え
菜
の
花
ま
つ
り
が
、
実

行
委
員
会
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
面
に
菜
の
花
が
広
が
る
山
田

梅
木
地
区
の
会
場
で
は
、
村
民
手

づ
く
り
の
た
け
の
こ
ご
飯
や
う
ど

ん
、
や
ま
め
の
塩
焼
き
な
ど
の
物

産
が
並
び
、
訪
れ
た
人
々
が
物
産

を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
周
り
の
菜
の
花
畑
で
は

来
場
者
が
買
い
求
め
た
弁
当
な
ど

を
思
い
思
い
に
広
げ
菜
の
花
を
見

な
が
ら
お
い
し
そ
う
に
た
べ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
桜
が
満
開
の
丸
岡
公
園

や
村
内
の
菜
の
花
畑
を
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
で
巡
る
ボ
ン
ネ
ッ
ト

バ
ス
ド
ラ
イ
ブ
や
役
場
か
ら

丸
岡
公
園
、
ま
つ
り
会
場
ま

で
歩
く
、
菜
の
花
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
も
開
催
さ
れ
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
菜
の
花
ま
つ
り
は
、

村
民
の
方
々
が
協
力
し
合
っ

て
開
催
し
た
手
づ
く
り
の
祭

り
で
、
山
江
村
の
新
し
い
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

【
今
後
の
展
開
】

　

菜
の
花
は
景
観
作
物
と
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
田
ん
ぼ
に
す
き
こ

む
こ
と
で
有
機
肥
料
（
緑
肥
）
と

し
て
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。
有
機

肥
料
を
増
や
す
こ
と
で
化
学
肥
料

の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
環

境
へ
の
負
荷
も
低
減
で
き
、
よ
り

安
心
安
全
な
米
作
り
が
実
践
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
菜
の
花
の
種
子
で
あ
る

ナ
タ
ネ
は
搾
油
す
る
こ
と
で
食
用

油
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
今
年
は

一
部
の
田
ん
ぼ
か
ら
ナ
タ
ネ
を
収

穫
し
搾
油
す
る
計
画
で
す
。
更
に

は
、
廃
食
用
油
を
Ｂ
Ｄ
Ｆ
※
１
（
バ

イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
フ
ュ
ー
エ

ル
）
へ
変
換
し
、
農
耕
車
両
等
の

燃
料
と
し
て
再
利
用
す
る
技
術
も

開
発
さ
れ
て
お
り
、
ナ
タ
ネ
自
体

も
商
品
と
し
て
生
産
化
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

既
に
県
内
で
も
実
践
さ
れ
て
い

る
地
域
は
あ
り
ま
す
が
、
菜
の
花

緑
肥
や
堆
肥
等
の
有
機
肥
料
を
多

く
利
用
し
て
「
地
力
」
を
高
め
、

減
化
学
肥
料
・
減
農
薬
（
熊
本
県

の
慣
行
基
準
の
５
割
低
減
）
を
目

指
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の

推
進
と
、
安
心
で
安
全
な
美
味
し

い
米
作
り
を
実
践
し
、県
下
で
も
、

味
、
質
と
も
良
好
な
山
江
村
産
の

米
を
、
更
に
付
加
価
値
の
高
い
米

と
し
て
、
消
費
者
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
な
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
１
「
植
物
性
の
油
を
原
料
に
し
た
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
燃
料
」

軽トラックの荷台で販売する軽トラマーケット

第１回
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４
月
20
日
（
日
）
丸
岡
公
園
一
帯
に
お

い
て
、
晴
天
の
も
と
「
平
成
20
年
度
や
ま

え
つ
つ
じ
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
紅
白
餅
投
げ
に
始
ま
り
、
開

会
行
事
、
そ
の
後
村
内
外
か
ら
５
組
の
参

加
で
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
炎

神
戦
隊
ゴ
ー
オ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
特
設
テ
ン
ト
に
入
り
き
れ
な
い
家
族

連
れ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
間
近
で
み
る

ヒ
ー
ロ
ー
に
子
供
た
ち
は
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
村
広
場
で
は
球
磨
拳
大
会
が

行
わ
れ
、
拳
の
掛
け
声
が
会
場
中
に
響
き

渡
っ
て
い
ま
し

た
。
ヤ
マ
メ
掴

み
取
り
大
会
で

は
子
供
た
ち
が

服
も
び
し
ょ
び

し
ょ
に
濡
れ
、

元
気
に
ヤ
マ
メ

を
追
い
か
け
て

い
ま
し
た
。

　

お
た
の
し
み

抽
選
会
で
は
、

山
江
村
の
特
産

品
や
電
化
製
品

が
用
意
さ
れ
、

番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
度
に
た
め
息
が

多
く
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
の
締
め
で
昨
年
に
引
き
続

き
「
栗
ま
ん
じ
ゅ
う
早
食
い
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
15
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
12
名
が
小
学
生
で
し
た
。
普
通

の
栗
ま
ん
じ
ゅ
う
の
５
倍
程
の
栗
ま
ん

じ
ゅ
う
で
参
加
し
た
小
学
生
の
中
に
は
、

目
に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
一
生
懸
命
挑
戦

し
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
大
人
の
優
勝
者
は
、
56
秒
と

い
う
凄
い
タ
イ
ム
で
完
食
し
た
熊
本
市
の

男
性
で
し
た
。

　

今
回
の
祭
り
は
、
つ
つ
じ
が
８
分
咲
き

の
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
晴
天
に
恵
ま

れ
て
正
午
過
ぎ
に
は
夏
日
に
近
い
気
温
に

上
昇
し
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
恵
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
村
内
外
か
ら
１
万
人
近
く
の

人
が
訪
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
27
日(

日)

尾
寄
崎
キ
ャ
ン
プ
場
周

辺
に
お
い
て
、
第
３
回
や
ま
め
釣
り
大
会

が
横
谷
俊
治
実
行
委
員
長
主
催
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
夜
か
ら
キ
ャ
ン
プ
場
に
宿
泊
し
て

参
加
さ
れ
た
家
族
の
お
父
さ
ん
は
、
夜
遅

く
ま
で
仕
掛
け
の
準
備
を
す
る
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、郡
内
は
も
と
よ
り
福
岡
、佐
賀
、

鹿
児
島
、
宮
崎
な
ど
約
100
名
の
参
加
が
あ

り
、
晴
天
と
い
う
す
ば
ら
し
い
天
候
の
中

で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ヤ
マ
メ
は
早
朝
に
釣
れ
や
す
い
と
い

う
こ
と
で
、
朝
６
時
か
ら
の
受
付
に

は
順
番
待
ち
が
で
き
る
ほ
ど
の
賑
わ

い
。
受
付
を
済
ま
せ
た
参
加
者
は
足
早

に
狙
っ
た
持
ち
場
に
駆
け
て
い
き
ま
し

た
。

　

第
１
回
の
大
会
か
ら
参
加
さ
れ
て
い

る
他
県
の
方
は
、
初
心
者
の
方
に
つ
り

方
を
教
え
て
回
ら
れ
る
な
ど
、
大
会
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
参
加
者
と
一
緒
に

盛
り
上
げ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
時
か
ら
計
量
を
行
い
、
大
物
賞
な

ど
を
決
め
ま
し
た
が
、
目
玉
と
な
る
尺

ヤ
マ
メ
を
釣
っ
た
か
た
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
の
挑
戦
者
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

大
物
賞

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　
　

清
田
り
の
さ
ん
（
菊
陽
町
）

・
一
般
の
部

　
　

上
野
安
一
郎
（
佐
賀
県
）

大
漁
賞

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　
　

中
島
り
ん
た
ろ
う
（
菊
陽
町
）

・
一
般
の
部

　
　

田
副
雄
一
（
相
良
村
）

晴
天
と
色
鮮
や
か
な
つ
つ
じ
に
囲
ま
れ
て

平
成
20
年
度
や
ま
え
つ
つ
じ
祭
開
催

出
る
か
！
尺
や
ま
め　
　
　
　
　
　
　

第
３
回
や
ま
め
釣
り
大
会
in
尾
寄
崎
開
催
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村債
 2億1,340万円

国庫支出金
 1億4,992万7千円

県支出金
 1億6,565万5千円

24億3,600万円
歳　入

その他使用料・財産収入等
 3億1,205万8千円

地方譲与税等交付金
 1億1,390万3千円

村税
 2億105万円7千円

地方交付税
 12億8,000万円

8.2％
8.8％

6.1％

4.7％

6.8％

12.8％
52.6％

37 千円
44 千円
85 千円
119 千円
76 千円
95 千円
3 千円

140 千円
15 千円

１年間に村民１人に使われるお金は

約 614,000円です。《一般会計》

人口３月31日現在  　3,965人

教育や文化の振興に（教育費）
道路･公営住宅の整備に（土木費）
借入金の返済に（公債費） 
福祉の向上や健康づくり（民生費）
環境保全などに（衛生費） 
農林水産業の振興に（農林水産業費）
商工業の振興や雇用創出に（商工費）
地域の振興や防災対策に（総務費･消防費）
その他 

平
成　

年
度
一般
会
計
当
初
予
算
は

　

２4
億
３
６
０
０
万
円

20

【
歳　

入
】

　

国
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
歳
出
改

革
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、
財
政
健
全

化
の
努
力
と
歳
出
全
般
に
わ
た
る
見
直

し
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
方
税
の

偏
在
是
正
に
よ
り
生
じ
る
財
源
を
活
用

し
て
、
地
方
の
自
主
的
・
主
体
的
な
活

性
化
施
策
に
必
要
な
経
費
（
地
方
再
生

対
策
費
）
を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
実
質
的
な
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
２
．
２
％
の

増
額
と
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

本
村
の
財
政
運
営
を
取
り
巻
く
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
財

政
調
整
基
金
及
び
減
債
基
金
を
取
り
崩

し
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

【
歳　

出
】

　

総
務
費
関
係
に
お
い
て
は
、
本
年
度

は
、
村
政
施
行
１
２
０
周
年
に
あ
た
る

た
め
、
そ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
伴
う
経

費
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
役
場

庁
舎
が
改
築
後
３
０
年
を
経
過
し
老
朽

化
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
地
震
時
の
庁

舎
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
、
庁
舎

耐
震
診
断
に
伴
う
経
費
を
予
算
化
し
ま

し
た
。

　

民
生
費
関
係
に
お
い
て
は
、
昨
年
度

建
設
さ
れ
ま
し
た
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

「
健
康
の
駅
」
を
拠
点
と
し
て
、
要
介
護

の
前
段
階
で
あ
る
一
般
高
齢
者
等
に
対

す
る
介
護
予
防
事
業
や
高
齢
者
ふ
れ
あ
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24億3,600万円

議会費
 5,313万8千円

2.2％2.2％

0.3％
17.4％

13.9％

19.3％

12.4％

0.5％0.5％ 15.5％

7.1％

5.3％

6.0％
0.1％

教育費
 1億4,520万円

災害復旧費
 70万円

総務費
 4億2,497万4千円

民生費
 4億7,139万1千円

農林水産業費
 3億7,710万8千円

歳　出

予備費
 888万7千円

商工費
 1,291万9千円

衛生費
 3億138万円

土木費
 1億7,256万1千円

消防費
 1億2,922万5千円

公債費
 3億3,851万7千円

5億2,600万円
4,200万円
5億300万円

1億6,900万円
2億6,700万円
3,400万円

15億4,100万円

対前年度比特別会計当初予算額
△2.41％
△91.10％
46.22％
4.97％

△7.29％
皆　増　

△14.58％

国民健康保険事業
老人保健医療事業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業

計

村民１人当たりが
負担する税額は50,615円です。

　

平
成
20
年
度
山
江
村
の
予
算
総
額
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合

わ
せ
て
39
億
7
7
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
総
額
２4
億
３
６
０
０
万
円
で
昨
年
度
比
2.3
％
の
増
、

特
別
会
計
は
上
記
別
表
の
と
お
り
で
す
。

19,379円
25,547円
2,444円
3,245円

住民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税

い
サ
ロ
ン
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
関
係
に
お
い
て
は
、
昨
年
度

か
ら
実
施
し
た
児
童
に
対
す
る
虫
歯
治

療
に
係
る
補
助
制
度
を
今
年
度
も
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に

係
る
経
費
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
関
係
に
お
い
て
は
、

農
林
業
の
振
興
を
図
る
経
費
を
予
算
化

す
る
と
と
も
に
、
元
気
な
地
域
づ
く
り

交
付
金
事
業
で
は
、
交
流
人
口
の
増
大

を
図
る
た
め
の
多
目
的
交
流
施
設
の
整

備
や
栗
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
を
使

用
し
た
加
工
品
を
安
定
的
に
出
荷
す
る

た
め
の
大
型
保
冷
庫
の
整
備
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
目

的
で
、
集
落
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
生
産

す
る
農
林
産
物
加
工
施
設
の
整
備
等
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
小
さ
な
産

業
づ
く
り
事
業
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
関
係
に
お
い
て
は
、
村
道
の

維
持
管
理
に
加
え
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

村
道
萩
内
畑
線
と
村
道
日
向
瀬
小
山
田

線
の
道
路
改
良
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
整
備
計
画
の
あ
る
村
営

住
宅
の
建
設
用
地
を
確
保
す
る
た
め
の

経
費
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
関
係
に
お
い
て
は
、
安
全
・

安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
活

用
し
て
、
山
田
小
学
校
の
耐
震
補
強
事

業
に
係
る
経
費
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
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宮
原　

安
代
（
み
や
は
ら　

や
す
よ
）

年　

齢
：
28
歳

出
身
地
：
相
良
村

所
属
課
：
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

抱　

負
：
山
江
の
為
、
全
力
疾
走
で

頑
張
り
ま
す
。

小
﨑　

由
紀
恵
（
こ
ざ
き　

ゆ
き
え
）

年　

齢
：
23
歳

出
身
地
：
山
江
村
（
椎
谷
）

所
属
課
：
産
業
情
報
課
農
政
係

抱　

負
：
村
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を

傾
け
、
頑
張
り
ま
す
。

菖
蒲　

祐
太
朗（
し
ょ
う
ぶ　

ゆ
う
た
ろ
う
）

年　

齢
：
22
歳

出
身
地
：
人
吉
市

所
属
課
：
総
務
課
行
財
政
係

抱　

負
：
こ
れ
か
ら
山
江
村
の
為
に
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

横
谷　

美
晴
（
よ
こ
た
に　

み
は
る
）

年　

齢
：
21
歳

出
身
地
：
山
江
村
（
尾
寄
崎
）

所
属
課
：
健
康
福
祉
課
福
祉
係

抱　

負
：
住
み
良
い
村
づ
く
り
の
為

に
、
頑
張
り
ま
す
。

勝
山　

晃
嗣
（
か
つ
や
ま　

こ
う
じ
）

年　

齢
：
18
歳

出
身
地
：
山
江
村
（
合
戦
ノ
峰
）

所
属
課
：
健
康
福
祉
課
戸
籍
係

抱　

負
：
若
さ
と
ヤ
ル
気
で
頑
張
り

ま
す
。

新 入 職 員 紹 介

◎
総
務
課
長
（
保
健
衛
生
課
長
） 

岩
山　

正
義

◎
健
康
福
祉
課
長
（
住
民
福
祉
課
長
）

　
　
　
　
　

   

横
谷　
　

巡

◎
建
設
課
長
（
建
設
課
建
設
主
幹
） 

木
下　

久
人

◎
議
会
事
務
局
長
（
総
務
課
行
財
政
主
幹
）

 

豊
永　

知
満

◎
総
務
課
庶
務
主
幹
（
税
務
課
税
務
主
幹
）

 

山
口　

喜
子

◎
健
康
福
祉
課
福
祉
主
幹
（
住
民
福
祉
課
主
幹
）

 

犬
童　

美
津
子

◎
税
務
課
税
務
主
幹
（
保
健
衛
生
課
主
幹
）

 

蕨
野　

正
信

◎
健
康
福
祉
課
戸
籍
主
幹

　
（
住
民
福
祉
課
戸
籍
主
幹
） 

石
川　

文
香

◎
産
業
情
報
課
農
政
主
幹

　
（
派
遣:

有
限
会
社
や
ま
え
） 

中
村　

龍
喜

◎
健
康
福
祉
課
福
祉
主
幹

　
（
住
民
福
祉
課
福
祉
主
幹
） 

中
山　

久
男

◎
健
康
福
祉
課
福
祉
係
長

　
（
住
民
福
祉
課
福
祉
係
長
） 

稲
冨
久
美
子

◎
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
長

　
（
住
民
福
祉
課
係
長
） 

嶋
原
美
津
子

◎
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
長

　
（
住
民
福
祉
課
係
長
） 

土
屋　

裕
子

◎
建
設
課
建
設
係
長

　
（
産
業
情
報
課
農
業
委
員
会
係
長
） 

福
山　
　

浩

◎
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
長

　
（
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
長
） 

角
畑
千
穂
子

◎
建
設
課
上
下
水
道
係
長
（
総
務
課
行
財
政
係
長
）

 

白
川　

俊
博

◎
総
務
課
行
財
政
係
長
（
産
業
情
報
課
農
政
係
長
）

 

蕨
野　

昭
憲

◎
税
務
課
税
務
係
長
（
建
設
課
上
下
水
道
係
長
）

 

山
口　

明

◎
産
業
情
報
課
農
業
委
員
会
係
長

　
（
産
業
情
報
課
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー
係
長
）

 

一
二
三
信
幸

◎
総
務
課
企
画
調
整
係
主
査

　
（
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
主
査
）

 

松
尾　

充
章

◎
会
計
室
会
計
係
主
事
（
総
務
課
庶
務
係
主
事
）

 

尾
方　

路
美

◎
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
主
事

　
（
税
務
課
税
務
係
主
事
） 

村　
　

隆
幸

◎
健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
主
事

　
（
住
民
福
祉
課
福
祉
係
主
事
）  

白
川　

美
生

◎
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
主
事

　
（
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
主
事
）

 
 

赤
城　

知
美

◎
総
務
課
行
財
政
係
主
事
（
会
計
室
会
計
係
主
事
）

 

柳
瀬
真
奈
美

◎
総
務
課
企
画
調
整
係
主
事

　
（
総
務
課
行
財
政
係
主
事
） 

迫
田　

友
香

◎
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
主
事

　
（
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
主
事
）

 

原
先　

健
一

◎
産
業
情
報
課
農
政
係
主
事

　
（
住
民
福
祉
課
福
祉
係
主
事
） 

西　
　

義
晴

◎
産
業
情
報
課
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー
係
主
事

　
（
派
遣:N

P
O

法
人
日
本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
） 

川
口　

伸
也

◎
建
設
課
上
下
水
道
係
主
事

　
（
住
民
福
祉
課
戸
籍
係
主
事
） 

宮
田　

将
臣

◎
健
康
福
祉
課
福
祉
係
主
事

　
（
住
民
福
祉
課
福
祉
係
主
事
） 

守
永　
　

寛

◎
産
業
情
報
課
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー
係
主
事

　
（
税
務
課
地
籍
係
主
事
） 

村
尾　

映
祐

◎
健
康
福
祉
課
福
祉
係
主
事

　
（
産
業
情
報
課
農
政
係
主
事
） 

谷
口
か
お
る

【
派
遣
】

◎N
P
O

法
人
日
本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　
（
産
業
情
報
課
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー
係
主
事
）

 

髙
橋　
　

忍

　

人  

事  

異  

動

（　
　

）
内
は
旧
所
属
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退
職
者
紹
介

　

山
江
村
政
発
展
の
た
め
ご
尽
力

賜
り
ま
し
た
５
名
の
方
が
平
成
20

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ

ま
し
た
。

◎
中
竹　

耕
一
郎

◎
中
村　

善
孝

◎
嶋
原　

敏
續

◎
前
田　

裕
久
雄

◎
北
田　

千
加
子

上段左から中竹さん、北田さん
下段左から中村さん、前田さん、嶋原さん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
転
入
者
）

■
山
田
小
学
校

校　

長　

西
口
詳
一
郎
（
天
草
教
育
事
務
所
）

教　

頭　

梶
原　

節
子
（
木
上
小
）

講　

師　

大
塚
美
智
代
（
錦
中
）

事
務
主
任　

園
川　

祥
子
（
錦
中
）

事
務
補　

中
村　

弘
美
（
山
江
歴
史
民
俗
資
料
館
） 

■
万
江
小
学
校

教　

頭　

稲
田　

成
二
（
田
野
小
）

養
護
教
諭　

益
田　

里
子
（
新
採
）

事　

務　

横
山　

祥
子
（
臨
採
）

■
山
江
中
学
校

教　

頭　

竹
田　

龍
二
（
天
草
・
大
道
小
）

教　

諭　

平
川　

菊
雄
（
水
上
中
）

教　

諭　

宮
本　

淑
美
（
多
良
木
中
）

講　

師　

桑
原　

孝
典
（
五
木
東
小
）

事
務
補　

吉
川　

和
子
（
山
田
小
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。（
転
出
者
）

■
山
田
小
学
校

校　

長　

横
瀬　

知
節
（
上
中
）

教　

諭　

犬
童　

裕
美
（
五
木
東
小
）

教　

諭　

平
川
由
有
子
（
菊
池
・
武
蔵
ヶ
丘
小
）

事
務
主
任　

木
崎　

正
邦
（
五
木
東
小
）

司
書
補　

吉
川　

和
子
（
山
江
中
）

■
万
江
小
学
校

教　

頭　

本
岩
な
み
子
（
須
恵
小
）

主
任
事
務
職
員　

松
本　

結
子
（
人
吉
西
小
）

養
護
助
教
諭　

武
部
加
奈
子
（
退
職
）

■
山
江
中
学
校

教　

頭　

高
田　

哲
弘
（
多
良
木
中
）

教　

諭　

村
山　
　

茂
（
水
上
中
）

教　

諭　

長
野
紀
理
子
（
多
良
木
中
）

教　

諭　

山
下　

美
保
（
玉
名
・
有
明
中
）

司
書
補　

杉
松　

豊
子
（
山
江
歴
史
民
俗
資
料
館
）

平
成
20
年
度
教
職
員
人
事
異
動

　

春
爛
漫
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
11
日
、

村
内
の
小
学
校
が
見
知
り
遠
足
（
丸
岡
公

園
）
を
実
施
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
山
田
小
学
校
が
10
時
に
、
万

江
小
学
校
が
11
時
に
真
新
し
い
黄
色
い
帽

子
を
か
ぶ
っ
た
一
年
生
を
最
高
学
年
の
六

年
生
が
手
を
引
っ
張
り
な
が
ら
到
着
、
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
（
25

名
参
加
）
が
、
拍
手
で
出
迎
え
た
。

　

今
回
２
回
目
と
な
る
交
流
会
は
、
日
頃
、

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
を
見
守
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
新
一
年
生
の
顔
合
わ
せ
を
目
的
の

一
つ
に
開
催
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

一
人
ひ
と
り
が
、
氏
名
、
地
区
名
、
活
動

内
容
等
自
己
紹
介
し
、
早
く
顔
を
お
ぼ
え

て
も
ら
う
よ
う
訴
え
ら
れ
て
い
た
。

　

交
流
会
で
は
、
学
校
の
出
し
物
に
ス
タ
ッ

フ
も
参
加
さ
れ
、
親
睦
を
深
め
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
、
各
地
区
ご
と
に
別
れ
て
の
昼

食
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も
、
自
分
の

地
区
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
弁

当
を
と
り
、
話

に
は
な
を
咲
か

さ
れ
て
い
た
。

　

丸
岡
公
園
か

ら
は
、
各
地
区

ご
と
に
交
通
指

導
、
危
険
箇
所

を
確
認
し
な
が

ら
帰
ら
れ
た
。

桜
満
開
！
丸
岡
公
園
で
交
流
会

「
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
村
内
児
童
」

正
六
位
を
受
賞　
青
少
年
の
育
成
に
貢
献

元
人
吉
市
立
人
吉
東
小
学
校
長

古
荘
重
任
氏
（
味
園
）

　

小
学
校
長
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
、
青

少
年
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

山
江
村
山
田
味
園
の
故
古
荘
重
任
氏
が
こ

の
ほ
ど
正
六
位
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
古

荘
氏
が
去
年
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

内
閣
総
理
大
臣
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

故
古
荘
重
任
氏
は
昭
和
８
年
に
山
田
尋

常
高
等
小
学
校
（
現
在
の
山
田
小
学
校
）

へ
勤
務
、
そ
の
後
球
磨
郡
の
小
中
学
校
へ

転
勤
。
昭
和
31
年
に
山
江
村
立
尾
崎
小
学

校(

現
在
廃
校)

で
校
長
を
経
験
さ
れ
、
昭

和
48
年
の
人
吉
市
立
人
吉
東
小
学
校
長
を

最
後
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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し
ゃ
く
な
げ
と
新
緑
に
囲
ま
れ
て

温
泉
セ
ン
タ
ー
遊
歩
道
が
完
成

150
名
が
一
弓
入
魂
！

　

都
市
住
民
と
の
交
流
促
進

に
よ
り
山
江
村
の
農
林
産
物

の
生
産
、
加
工
、
販
売
体
制

及
び
販
路
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
今
年
３
月
に
温
泉
セ
ン

タ
ー
の
東
側
に
遊
歩
道
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
の
両
脇
に
は
100
本

余
り
の
し
ゃ
く
な
げ
が
植
え

て
あ
り
、
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
る
４
月
が
見
ご
ろ
と
な
り
ま

す
。

ま
た
コ
ー
ス
を
流
れ
る
小
川
の
水
は
わ
さ
び
が
で
き
る
ほ
ど

澄
ん
だ
綺
麗
な
水
で
、
夏
に
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
幻
想

的
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
、
秋
に
は
イ
ロ
ハ

モ
ミ
ジ
が
紅
葉
し
心

身
と
も
に
癒
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。

　

終
点
近
く
に
は
東

屋
が
建
て
ら
れ
休
憩

し
な
が
ら
新
緑
を
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

是
非
ご
家
族
等
お

誘
い
の
う
え
お
越
し

下
さ
い
。

　

３
月
29
日
、
山
江
村
体
育

館
に
お
い
て
熊
本
・
宮
崎
両

県
を
中
心
に
150
名
が
参
加
し
、

県
連
四
半
的
弓
道
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
田
村
四
郎
村

議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
た

後
、
加
村
久
人(

範
士
八
段)

、

愛
乃
（
範
士
八
段
）
夫
婦
が

謝
礼
演
舞
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
花
を
そ
え
ま
し
た
。

　

山
江
村
か
ら
は
２
チ
ー
ム
10
名
が
出
場
し
、
強
豪
た
ち
が

全
的
中
を
目
指
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
熱
戦
の
中
、
持
ち
前

の
集
中
力
で
健
闘
し
ま
し
た
。

　

山
江
村
四
半
的
協
会

で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜

日
、
午
後
７
時
か
ら
山

江
村
体
育
館
２
階
で
練

習
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
ら
れ
る
方
は

気
軽
に
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先 

　

山
江
村
教
育
委
員
会

　

℡
２
３
│
３
６
０
４

○
滞
納
整
理
強
化
月
間
が
始
ま
り
ま
す
！

　

熊
本
県
国
税
局
が
管
轄
す
る
管
内
の
全
税
務
署
で

は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
税
金
の
未
納
者
に
対

す
る
滞
納
整
理
の
強
化
月
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
の
強
化
月
間
は
、
平
成
19
年
の
確
定
申
告
分

を
中
心
に
、
督
促
を
受
け
て
も
納
付
が
な
く
、
納
税

に
誠
意
の
認
め
ら
れ
な
い
国
税
の
未
納
者
に
対
し
て
、

厳
正
な
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

滞
納
処
分
の
例
と
し
て
、
取
引
先
を
調
査
し
て
売

掛
金
（
売
上
代
金
の
未
徴
収
分
）
等
の
債
権
差
押
え

を
行
っ
た
り
、
自
宅
や
事
務
所
を
捜
索
し
、
動
産
（
テ

レ
ビ
や
家
具
等
）
や
不
動
産
（
土
地
や
家
屋
）
を
差

押
え
、
公
売
す
る
等
の
処
分
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
急
に
最
寄

り
の
金
融
機
関
で
納
付
を
済
ま
せ
る
か
、
納
付
で
き

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
最
寄
り
の

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、
延

滞
税
の
計
算
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

人
吉
税
務
署

　
　
（
電
話　

０
９
６
６
―
２
３
―
２
３
１
１
）
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役場窓口での本人確認について

　平成２０年５月1日から戸籍、住民
票請求等の窓口では「本人確認」が法
律上のルールになりました。
本人確認のできる身分証明書をお持ち
下さい。

　健康福祉課の窓口で戸籍、住民票等
証明書を交付請求される際は、運転免
許証、パスポート、写真付住民基本台
帳カードなどの確認書類の提示により、
本人確認を行います。
　代理人や使いの方については、さら
に委任状などの書面により代理権限の
確認も行います。
　住民の皆様のご理解とご協力をよろ
しくお願いします。

　平成20年度
不妊専門相談事業について

　子供を持つことを望んでいるにもかかわらず、不妊
に悩む夫婦が増えています。熊本県では、不妊治療に
関する相談や不妊による心の悩み等に対して専門相談
員が相談に応じる事業を行います。
1.実施機関　熊本県女性相談センター（熊本県福祉総
合相談所内）
2.実施内容
　1）電話相談　電話096-381-4340
　2）来所(面接)相談
3.相談の日時および時間
　1）電話相談　平日（月～金）  9：00～16：00
　2）来所相談　平日（第４金）14：00～16：00
　　　　　　　  ※来所については、予め予約が必要
4.相談対応者
　電話相談については専門相談員(助産師等)が対応し、
必要に応じて来所による面接相談に産婦人科医師が応
じる
5.事業開始　平成20年4月1日から実施
　詳しくは
　　熊本県女性相談センター（電話096-381-4340）
　　まで問い合わせてください

環境に負担を掛けないためにできることから始めよう 今
す
ぐ
始
め
よ
う
！

今
す
ぐ
始
め
よ
う
！

き
れ
い
な
水
を
守
る
生
活

き
れ
い
な
水
を
守
る
生
活

今
す
ぐ
始
め
よ
う
！

き
れ
い
な
水
を
守
る
生
活

シャンプーやリンス
の使いすぎは水質汚
濁の原因に。
適量を守りましょう。

風呂の残り湯は、取水ホース
などで洗濯に利用しましょう。
生活排水の全体量を削減でき、
水道水より温度が高いので、
洗浄力が増します。

側溝や排水路にごみが溜まっ
てしまうと、腐敗や悪臭の原因
になることがあります。
自治会や町内会など、地域ぐる
みで定期的な清掃活動に取り
組みましょう。

トイレは使用のたびに掃除を
しましょう。洗剤を使って掃除
する回数を減らすことができ
ます。

洗剤を減らす工夫として、アク
リルたわしを使う取り組みも
始まっています。洗面所の掃
除にも使いましょう。

油を排水口に流すのは厳禁！
残った油は、吸収材に吸わせ
たり、新聞紙や古布に染みこま
せるなどして処理しましょう。

米のとぎ汁は、庭や
畑、植物への水やり
に利用しましょう。

三角コーナーやストレーナ
ーにはネットや水切り袋の
使用を。

調理くずは、庭や畑で堆肥
として利用しましょう。

洗剤は目分量ではなく、
正しく計りましょう。

食器についた油などの汚れは、ゴ
ムベラやキッチン用ペーパーなど
で拭き取ってから洗いましょう。
古い新聞や雑誌、布などでもＯＫ！

髪の毛などは
こまめに取り
除きましょう。

家
庭
で

家
庭
で

で
き
る
こ
と
っ
て

で
き
る
こ
と
っ
て

意
外
と
多
い
ん
だ
。

意
外
と
多
い
ん
だ
。

家
庭
で

で
き
る
こ
と
っ
て

意
外
と
多
い
ん
だ
。

お風呂では…お風呂では…お風呂では…

トイレでは…トイレでは…トイレでは… 家のまわりでは…家のまわりでは…家のまわりでは…

台所では…台所では…台所では…

洗濯では…洗濯では…洗濯では…
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平成２０年度狂犬病予防注射（最終回）のお知らせ

期日：平成２０年５月２６日（月）　午前中

午前　９：００～午前　９：２０ 万江管理センター

午前　９：４０～午前　９：４５ 向鶴橋前

午前１０：１０～午前１０：３０ 三橋登宅前

午前１０：４０～午前１１：００ 畜産センター前

午前１１：１０～午前１１：２０ 岩ヶ野公民館前

午前１１：３０～午前１１：５０ 別府公民館前

※注射代　￥３, ０００円 /頭（毎年）
※登録代　￥３, ０００円 /頭（新規時のみ）

（目的）
　この事業は心身の障害等により、自ら理容院・美容院を
利用することが困難な高齢者及び重度心身障害者に対し、
理容師又は美容師が自宅を訪問して理美容のサービスを行
うことにより、清潔で快適な生活の向上と健康の保持を図
ることを目的とします。
（対象者）
　村内に住所を有する住宅の方で、65 歳以上の外出困難
な高齢者や重度心身障害者の方を対象に、訪問理美容サー
ビスを希望とする方とします。
（利用対象理美容）
　村内の登録された理・美容院から受ける訪問理美容サー
ビスとします。
（サービスの内容）
　サービスの内容は、次のとおりとします。但し、対象者

の身体状況等により、当該サービスの一部のみ行うことが
できるものとします。
　（１）理容：散髪、顔そり及び洗髪　（２）美容：シャン
プー・カット及びブロー
（助成の額等）
　助成の額は、１回につき 2,500 円とし、利用券を対象者
１人につき年間３枚交付するものとします。
（助成の申請）
　助成を受けようとする方は、訪問理美容サービス利用券
支給申請書を村長に提出するものとします。

問い合わせ先
　山江村役場　健康福祉課　福祉係
　　　　　　　℡　２３－３９７８（直通）

山江村　訪問理・美容サービス事業がスタートします。

　

山
江
村
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
特
設
人
権
相
談

所
・
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

家
庭
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
・
相
続
問
題
・
い
じ
め
・
差

別
な
ど
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
は
、
法
務
局
職

員
と
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
又
行
政
に
関
す

る
苦
情
や
意
見
要
望
な
ど
に
つ
い
て
は
、
行
政
相
談
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

期
日　

６
月
２
日
（
月
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所　

山
江
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
「
健
康
の
駅
」（
味
園
）

　

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局
と
山
江
村
の
人
権
擁

護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
宅
で
は
休
日
を
除
き
、
毎
日
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局

　

人
吉
市
土
手
町
36
番
地
１
（
人
吉
総
合
病
院
前
）

　

℡
２
２
―
３
３
９
３

（
人
権
擁
護
委
員
）

　

・
山
田
井
手
口　

勝
本
フ
ミ
カ　

℡
２
３
―
３
５
３
９

　

・
万
江
城
内　
　

中
村
智
代
正　

℡
２
２
―
４
９
６
８

（
行
政
相
談
委
員
）

　

・
山
田
味
園　
　

稲
留　

定
則　

℡
２
３
―
４
９
７
４

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

特
設
人
権
相
談
所
・

行
政
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

平成１９年度
熊本県社会福祉功労表彰

　このほど長きにわたり民生委
員・児童委員として地域福祉活動
に貢献されました万江小森在住の
東シヅヨさんに県知事の表彰状が
伝達（代理：江副球磨地域振興局
長）された。
　東さんは平成１０年１２月から

平成１９年１１月までの９年間社会奉仕の精神のもと、
民生委員・児童委員として地域福祉活動に貢献されま
した。その功績が認められての表彰です。長い間お世
話になりました。
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老
人
医
療
の

  

療
養
費
に

　
　

つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
老
人
医
療
は
、
法
改

正
に
伴
い
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
（
長
寿
医
療
）

制
度
へ
移
行
し
ま
し
た
。
今
年
３
月

31
日
ま
で
に
、
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の

補
装
具
を
購
入
さ
れ
た
場
合
や
、
医

療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
は
、
老

人
医
療
の
療
養
費
と
し
て
支
給
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
手
続
き
方
法
や
後

期
高
齢
者
医
療
（
長
寿
医
療
）
に
つ

い
て
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
左

記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
福
祉
課
２
４
―
１
７
０
０

老人医療
だより

１歳６か月児歯科検診（平成20年4月8日実施）
　浦川　日向　（功二）　　合戦峰
　大寺　鈴音　（博則）　　長ヶ峰
　尾方　　龍　（光則）　　北永シ切団地
　合志　琉生　（和彦）　　新層
　白川　愛望　（晃）　　　蓑原
　谷山　凌大　（弘子）　　東浦
　田村　海惶　（俊二）　　東浦
　告本　花菜　（陽章）　　手石方
　橋本　　優　（誠）　　　蓑原団地
　畠山　美波　（欣和）　　林田団地
　平川　雄大　（勝）　　　下の段
　平迫　楓生　（剛直）　　城内
　又江原奏夏　（弘幸）　　蓑原団地

２歳児歯科検診（平成20年3月11日実施）
　岩崎　大河　（良）　　　北永シ切団地
　岩本　拓哉　（真宣）　　蓑原団地
　川辺　楓華　（吉告）　　柳野団地
　迫田明寿香　（教文）　　手石方
　高橋　怜央　（忍）　　　堂園団地
　嶽本　　楓　（暁）　　　林田団地
　毎床　海愛　（哲哉）　　本城の森
　宮田　杏莉　（文秋）　　堂園団地
　村田　翔馬　（翔太）　　蓑原
　横山　華音　（誠二）　　手石方
　（敬称略・あいうえお順）

今回むし歯があったお子さんは早めに治療をしましょう。

歯科検診で虫歯のなかったお友達歯科検診で虫歯のなかったお友達
　子どもさんの歯科検診の結果治療しなければならないむし歯がなかったお子さんです。（治療中の人を除く）歯み
がき ､仕上げ磨き、おやつの工夫など親子で頑張りました。

　経済的な理由等で国民年金の保険料を納めることが困難な場
合には、申請により保険料の納付が免除される「保険料免除制
度」があります。

全額免除制度
保険料の全額（１４，４１０円）が免除

　全額免除された期間は、保険料を全額納付したときに比べ、
年金額が１／３として計算されます。

全額免除となる所得の「めやす」
　前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること
（扶養親族等の数+１）×３５万円+２２万円
※申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主の方も所得基準の範
囲内である必要があります。
※平成20年４月～６月分の申請については、前々年（平成18
年）の所得で審査を行います。

一部納付（一部免除）制度
保険料の一部を納付、残りの保険料は免除

　一部納付は３種類です。それぞれの納付額と年金額の計算は
次のとおりです。
・４分の１納付（３，６００円）→年金額１／２
　　　　　　　　　　　　　　　　※平成18年７月実施

・半  額  納  付（　７，２１０円）→年金額２／３
・４分の３納付（１０，８１０円）→年金額５／６
　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成18年７月実施

一部納付となる所得の「めやす」
　前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること
○４分の１納付
　　　　７８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
○半額納付
　　　１１８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
○４分の３納付
　　　１５８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
※申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主の方も所得基準の範
囲内である必要があります。

※平成20年４月～６月分の申請については、前々年（平成18
年）の所得で審査を行います。

泫一部納付制度は、納付すべき一部の保険料を納付されない場
合、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、
将来の老齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や死亡と
いった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取ることがで
きなくなる場合がありますのでご注意ください。

　◉◉　社会保険庁からのお知らせです。　◉◉
──　国民年金保険料免除制度があります！　──
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食中毒予防について
　食中毒は、料理屋さんや旅館だけと思っていませんか？
　実は、一番多く発生しているのは、家庭での食事の時発生しています。また、食中毒は、以前は夏場に
集中して発生しておりましたが、最近では１年を通して発生しております。
　次のことに注意して食中毒を予防いたしましょう。
《家庭でできる食中毒予防》
１．肉・魚・野菜などの生鮮食品は新鮮なものを選びましょう。
２．食べ物を保存する時は、冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫はマイナス15℃以下が目安です。
３．料理を始める前に、まずは手を洗いましょう。
４．包丁やまな板は、肉や魚を切った後に一度熱湯で洗いましょう。
５．調理前、調理後の食品は室内に長く放置しないようにしましょう。
　　（O157は室温だと15～20分で2倍に増えます。）
※食中毒の三原則は、食中毒菌を「付けない、増やさない、殺す」です。
　これらのポイントをきちんと行い、家庭から食中毒をなくしましょう。

ごみ減量取組について
・不燃ごみの中に、再利用できる資源ごみがまだま
だ混入しています。適正な分別を行い、ごみの減
量・リサイクルに努めましょう。
・台所から出る生ごみは多くの水分を含んでいま
す。水切りなど簡単な取組から、ごみの減量を始
めましょう。
　特に、夏場はウジ虫の発生、悪臭防止のため、生
ごみの水切りを確実にして、小袋（買物袋）の底に
新聞紙等を敷き、水切りした生ごみを入れて強く
縛った後、村指定のごみ袋に入れて出して下さい。

　「ごみ置場」は地区の顔です。あなたの地区はい
かがですか？

ごみ出しルールについて
　ごみ出しは可燃ごみ・不燃ごみ・資源ごみの 14
分別でお願いいたしておりますが、未だに分別が出
来ていない、ごみ収集場があります。
　クリーンプラザへ搬入された可燃ごみの中の不適
物（鉄製スチール缶・電化製品など）により、コン
ベアの停止などのトラブルが発生しております。
　施設を末永く維持管理していくために、皆様の適
切な分別をお願いいたします。

児童手当制度について
○児童手当現況届について
　児童手当を受けている方は、毎年６月中に「児童手当現況届」を提出しなければなりません。この届は、
毎年６月１日における状況を把握し、児童手当を引き続き受ける要件があるかどうか確認するためのもの
です。
　この届がないと、６月分以降の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。

○現況届に必要な添付書類
　⑴　年金加入証明書又は健康保険証の写し
　　・受給者が被雇用者（サラリーマン等）である場合に提出
　⑵　児童手当用所得証明書
　　・今年１月１日現在で、山江村に住所が無かった場合に提出

※詳細については、山江村役場健康福祉課福祉係までお尋ねください。（℡２３－３９７８）
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に
こ
に
こ
栄
養
教
室 

好
評
開
催
中
!!

　

山
江
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
１
回

「
に
こ
に
こ
栄
養
教
室
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
平

成
20
年
度
も
４
月
か
ら
12

月
ま
で
全
９
回
コ
ー
ス
で

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
方
、
会
場
は
山
田
地
区
は
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
、
万
江
地
区
は
管
理
セ
ン
タ
ー
と
な
っ

て
お
り
、
各
会
場
15
名
定
員
と
し
て
い
ま
す
。
低
栄

養
予
防
に
つ
い
て
学
び
健
康
な
食
生
活
を
送
る
こ
と

で
、
介
護
予
防
へ
繋
げ
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。

　

４
月
24
日
と
25
日
に
行
わ
れ
た
第
１
回
の
栄
養
教

室
の
テ
ー
マ
は
「
元
気
の
源
」
と
し
て
、
小
豆
ご
は

ん
・
春
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
た
ふ
ん
わ
り
炒
め
を
調
理

し
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
は
２
名
で

し
た
が
、
定
員
ま
で
ま
だ
枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、
興

味
を
も
た
れ
た
方
は
ど
し
ど
し
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

な
お
、参
加
料
と
し
て
１
０
０
円
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

次
回
の
開
催
は
５
月
23
日
山
田
地
区
、
29
日
万
江

地
区
。
テ
ー
マ
は
「
気
分
転
換
」
と
し
ま
し
て
、
お

弁
当
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
、

外
で
お
弁
当
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
先

山
江
村
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

担
当　

赤
城
、

　

蕨
野
、
白
川

電
話２３

―
２
２
３
２

塩分を測定。
どれだけ入ってるでしょうか？ みんなで作ると楽しかなーぁ！

み
な
さ
ま
の
ご
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
！

　

平
成
19
年
12
月
か
ら
平
成
22
年
11
月
ま
で
の

３
年
間
、
山
江
村
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
方
々
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

担
当
区 

氏　

名 

摘　

要

１
区 

内
川　

幸
人

２
区 

深
水　

經
忠

３
区
・
４
区 

城
子
サ
ダ
子 

民
児
協
副
会
長

５
区 

中
村　

征
生 

民
児
協
会
長

６
区
・
７
区 

岩
崎　

和
夫

８
区 

前
田　
　

續

９
区 

蓑
田　

洋
子

10
区
・
11
区 

西　
　

健
治

12
区 

谷
口
さ
と
子

13
区 

豊
永　
　

親 

民
児
協
副
会
長

14
区 

竹
本
ト
ミ
子

15
区 

横
山
ち
づ
か

16
区 

松
本　

清
人

主
任
児
童
委
員 

村　

惠
美
子

主
任
児
童
委
員 

坂
田　

妃
美

　

な
お
、
今
回
の
改
選
に
よ
り
ま
し
て
、
次
の

方
が
ご
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

１
区
・
２
区 

畠
山　

正
一

３
区
・
４
区 

尾
方　

正
志

14
区 

東　

シ
ヅ
ヨ

15
区 

橋
本
キ
ヌ
子

16
区 

蓑
田　

長
壽

　

※
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
局
移
転
の
お
知
ら
せ

　

山
江
村
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
「
健
康
の
駅
」

の
完
成
に
伴
い
、
平
成
20
年
4
月
1
日
よ
り
、

山
江
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
局
を
移
転
し

ま
し
た
。

　

事
務
局
も
大
変
広
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　

福
祉
・
介
護
の
相
談
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

山
江
村
社
会
福
祉
協
議
会

新
住
所

山
江
村
大
字
山
田
甲
１
３
７
３
―
１

電　

話
２
４
―
１
５
０
８

　
　
　

２
８
―
３
５
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
―
１
５
０
８

 〝
健
康
の
駅
〞
落
成　

福
祉
と
健
康
の
拠
点
施
設

　

昨
年
秋
か
ら
建
設
中
の
山
江
村
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
〝
健
康
の
駅
〞
が
こ
の
ほ
ど
竣
工
し
ま

し
た
。
役
場
内
に
配
置
さ
れ
て
い
た
「
山
江
村

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
黎
明
館
に
あ
っ

た
「
山
江
村
社
会
福
祉
協
議
会
」
と
「
山
江
村

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
各
事
務
局
が
４

月
１
日
か
ら
入
居
し
、業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

敷
地
面
積
２
１
４
４
㎡
、
延
べ
床
面
積
４
３
３

㎡
の
木
造
平
屋
建
て
で
山
江
村
森
林
組
合
の
南

側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
去
る
３
月
28
日
に
、

山
江
村
関
係
者
や
熊
本
県
、
設
計
・
監
理
業
者
、

請
負
施
工
者
な
ど
約
50
人
が
参
加
す
る
な
か
現

地
で
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

落
成
式
で
、
内
山
村
長
は
、
土
地
提
供
者
の

上
杉
武
敏
さ
ん
、
設
計
・
監
理
の
有
限
会
社
本

田
建
築
設
計
事
務
所
・
請
負
社
の
宮
原
建
設
株

式
会
社
・
株
式
会
社
中
央
設
備
や
機
能
回
復
用

運
動
器
具
を
寄
贈
さ
れ
た
伸
和
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ズ
株
式
会
社
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
を
贈
呈
し
、

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
「
点
在
し
て
い

た
事
務
局
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
る
時
間
的
短

縮
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
健
康
と
福
祉
の

連
携
の
必
要
性
、
如
い
て
は
医
療
費
の
削
減
や

介
護
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
。」
と
挨

拶
、
田
村
山
江
村
議
会
議
長
、
熊
本
県
球
磨
地

域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
長
（
代
理
：
副
部

長
）
が
祝
辞
を
贈
り
、
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
介
護
予
防
教
室
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
改
善
の
対
策
教
室
等
で
機
能
回
復

訓
練
室
・
多
目
的
ホ
ー
ル
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
部
屋
の
空
き
時
間
に
は
、
歩
行
や
バ
イ
ク

の
機
器
の
利
用
が
可
能
で
す
。機
器
の
管
理
上
、

平
日
の
昼
間
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。
後
日
、

ご
利
用
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

み
な
み民

生

地
域
包
括
支
援

地
域
包
括
支
援

　
　

セ
ン
タ
ー

　
　

セ
ン
タ
ー  

た
よ
り

た
よ
り
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山
江
村
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

　
　
　

バ
レ
ー
部
員
募
集
！

　

山
江
村
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
部
で

は
、
只
今
部
員
の
募
集
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
1
チ
ー
ム
5
人
以
上
で
、
チ
ー

ム
を
編
成
さ
れ
、
ご
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

連
絡
先

山
江
村
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
部

　

部
長　

谷
川
安
照

　

℡
０
９
０
―
４
３
５
９
―
４
６
２
０

第
４
回

　

山
江
村
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

村
民
の
交
流
と
親
睦
を
目
的
と
し
た

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
山
江
村
ボ
ウ
リ
ン

グ
愛
好
会
主
催
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
期
日

　

平
成
20
年
6
月
28
日(

土
）

●
時
間　

午
後
6
時
30
分
か
ら

●
場
所　

人
吉
ス
タ
ー
レ
ン

●
参
加
費　

大
人
１
２
０
０
円

　
　
　
　
　

子
供
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
シ
ュ
ー
ズ
代
別
）

●
申
し
込
み
先

　

山
江
村
教
育
委
員
会

　
　

℡
２
３
―
３
６
０
４

熊
本
丸
岡
会
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

・
日
時　

平
成
20
年
５
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

12
時
開
会

・
場
所　

熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー

・
お
問
合
せ　

役
場
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

℡
２
３
―
３
１
１
２

情
報
も
求
む
！

　

山
江
村
の
旬
の
話
題
や
、
輝
い
て
い

る
人
の
話
題
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
で
取
材
に
伺
い
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
動
画
に
よ
り
全
国
へ
発

信
し
ま
す
。

連
絡
先　

役
場
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
２
３
―
３
１
１
２

熊
本
県
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

ー
の
募
集
に
つ
い
て

熊
本
県　

食
の
安
全
・
消
費
生
活
課

　

熊
本
県
で
は
、
県
内
の
食
品
販
売
店

に
お
け
る
食
品
の
品
質
表
示
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
消
費
者
の
方
々
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
御
協
力
に
よ
り
、
日

常
の
買
い
物
の
際
等
に
お
い
て
食
品
の

表
示
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
た
だ
く

「
熊
本
県
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

１　

応
募
期
間

平
成
20
年
５
月
１
日
（
木
）
か
ら
平

成
20
年
６
月
30
日
（
月
）
ま
で
（
当

日
消
印
有
効
）

２　

応
募
要
件

①
満
18
歳
以
上
の
方

②
熊
本
県
内
に
居
住
し
、
日
常
生
活

の
中
で
食
品
の
買
い
物
を
行
っ
て

い
る
方

③
原
則
と
し
て
、
熊
本
県
が
行
う
食

品
表
示
制
度
に
関
す
る
講
習
会
に

参
加
可
能
な
方

３　

応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
職
業
、
連
絡
先
等
を
記
入

の
う
え
、
次
の
応
募
先
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〒
８
６
２
―
８
５
７
０（
住
所
記
載
不
要
）

熊
本
県
環
境
生
活
部
食
の
安
全
・
消
費
生

活
課　

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
担
当

電　

話 

０
９
６
―
３
３
３
―
２
２
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６
―
３
８
２
―
７
４
０
３

電
子
メ
ー
ル syokunoanzen@

pref.
kum
am
oto.lg.jp

【
申
込
用
紙
】「
熊
本
県
食
品
表
示
ウ

ォ
ッ
チ
ャ
ー
登
録
申
込
書
」
を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。
山
江
村
役
場　

健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
か
ら
、

取
り
寄
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

①
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp

）の「
県

か
ら
の
お
知
ら
せ
」
あ
る
い
は
「
た

だ
い
ま
募
集
中
」
の
コ
ー
ナ
ー

②
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課
（
ウ
ォ

ッ
チ
ャ
ー
担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
）

③
県
庁
情
報
プ
ラ
ザ
（
行
政
棟
新
館

１
Ｆ
）

４　

備
考

　

申
込
者
を
対
象
に
、
食
品
表
示
制

度
の
講
習
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

開
催
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
、

申
込
者
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
協
会
部
員
募
集

　
　

山
江
村
文
化
協
会

　

山
江
村
文
化
協
会
（
藤
田
博
司
会
長
）

で
は
、
平
成
20
年
度
各
部
の
部
員
の
募

集
を
い
た
し
ま
す
。（
随
時
受
付
）

　

同
協
会
は
、
文
化
芸
術
団
体
な
ど
の

連
携
を
図
り
、
文
化
事
業
の
推
進
や
地

information
山
江
村
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　

120
周
年
記
念
事
業

　
　
　

山
江
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

山
江
村
で
は
、
村
制
施
行
120
周
年
を

記
念
し
て
、
山
江
村
の
魅
力
を
伝
え
る

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１
．
テ
ー
マ
「
や
ま
え
」　

山
江
村
の
自

然
風
景
、
伝
統
文
化
、
ま
つ
り
、
年

中
行
事
、
人
々
の
く
ら
し
な
ど
を
対

象
に
し
た
作
品

２
．
締
め
切
り　

平
成
20
年
10
月
20
日

（
月
）
必
着

３
．
賞　

最
優
秀
賞　

1
点　

5
万
円
、

優
秀
賞　

2
点
3
万
円
、
入
選
10
点

商
品

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
企
画
調
整

係
ま
で
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域
文
化
の
振
興
等
、
生
涯
学
習
の
理
念

を
基
に
、
よ
り
一
層
有
意
義
な
活
動
を

会
全
体
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
第
一
回
文
化
祭
を
開
催
し
、

村
民
の
方
々
に
会
員
の
作
品
や
活
動
等

み
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
部
及
び
部
長
は
次
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。
募
集
に
つ
い
て
は
、
随

時
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
が

あ
る
方
は
、
各
部
長
又
は
、
教
育
委
員

会
ま
で
申
込
み
下
さ
い
。

○
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
部

 

部
長　

中
村　

弘
美

○
舞
踊
部（
淑
久
会
） 部
長　

久
保
田
令
子

○
舞
踊
部（
暁
会
） 

部
長　

平
山
久
美
子

○
三
味
線
部 

部
長　

坂
口　

律
子

○
英
会
話
部 

部
長　

原
先　

健
一

○
書
道
部 

部
長　

内
田　

綾
子

○
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
部

 

部
長　

吉
川　

和
子

平成20年４月30日現在
（平成 20 年３月 31 日までの受付分）

あかちゃんごたんじょう　　（　）は出生日
　白川　心

みはる

陽　（晃・幹子） 別府 （ 4 ／  8）

　平橋　柊
ひいろ

彩　（典幸・美幸） 別府 （ 4 ／ 16）

ご結婚おめでとう
　山下　　忍　（淡島）　　　　板﨑　三和　（球磨村）

　山口　卓也　（錦町）　　　　上村　由真　（蓑原）

おくやみ申し上げます　　　（　）は死亡日
　湯下ケサマツ　（義則） 蓑原 （ 4 ／ 22）

善意ありがとうございました
【香典返し】
　宮坂　　勇 山﨑チズ子

　福本　成章 前田　勝則

【一般寄付】

　人吉タクシー(株)職員一同

　山江村新春のつどい発起人会

（敬称略）

○
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
部

 

部
長　

立
石
ア
サ
エ

○
歴
史
探
訪
サ
ー
ク
ル
部

 

部
長　

橋
口　

貞
義

○
陶
芸
部 

部
長　

橋
本
晴
次
郎

○
お
は
な
し
会
部 

部
長　

宝
代　

和
美

○
写
真
部 

部
長　

西　
　

孝
恒

※
問
合
せ
先　

山
江
村
教
育
委
員
会

 

℡
２
３
―
３
６
０
４

平
成
20
年
度
熊
本
県
調
理
師
試

験
実
施
に
つ
い
て

■
試
験
日　

平
成
20
年
８
月
22
日
（
金
）

■
試
験
会
場　

熊
本
県
立
大
学

■
受
験
資
格

　

１
．
学
歴

　

学
校
教
育
法
第
57
条
（
中
学
校

卒
業
以
上
）
に
規
定
す
る
者
。

　

２
．
調
理
実
務
経
験

　

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２

年
以
上
の
調
理
実
務
経
験
が
あ
る

者
。

■
願
書
受
付
期
間　

平
成
20
年
６
月
９

日（
月
）〜
平
成
20
年
６
月
13
日（
金
）

■
願
書
配
布
期
間　

各
保
健
所
、
県
庁

健
康
づ
く
り
推
進
課

■
願
書
提
出
先

熊
本
県
市
以
外
の
県
内
居
住
者
↓
県

保
健
所

　

熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
市
保
健
所

県
外
居
住
者
↓
熊
本
県
健
康
福
祉
部

健
康
づ
く
り
推
進
課

■
受
験
手
数
料　

６
，
２
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先　

人
吉
保
健
所　

電

話
２
２
―
３
１
０
７
又
は
県
庁
健
康

づ
く
り
推
進
課　

電
話
０
９
６
―

３
３
３
―
２
２
０
８

Ｙ
Ｔ
Ｃ
情
報　

第
４
回
Ｙ
Ｔ
Ｃ

ツ
ー
リ
ン
グ
in
阿
蘇

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行

き
ま
し
ょ
う
〜
♡

あ
な
た
の
参
加
、
ま
っ
ち
ょ
り
ま
す
！

期　
　

日　

６
月
１
日(

日)

集
合
時
間　

午
前
８
時
集
合
、

　
　
　
　
　

午
前
８
時
３
０
分
出
発

　

東　

京　

便　

り

〜
東
京
で
の
１
年
間
に
向
け
て
〜

　

皆
様
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
今
年
の
４

月
よ
り
役
場
か
ら
１
年
間
、
東
京
の
日

本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
に
出
向
し
て
い
る
高
橋
で

す
。

　

私
達
の
仕
事
は
簡
単
に
言
う
と
、
緑

豊
か
な
美
し
い
農
山
漁
村
で
の
交
流
と

自
分
探
し
の
旅
「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
、

都
市
部
と
農
村
の
パ
イ
プ
役
を
担
う
中

間
的
な
支
援
組
織
で
す
。

　

東
京
に
住
ん
で
約
１
ヵ
月
半
経
ち
、

約
１
時
間
の
満
員
電
車
通
勤
に
も
ど
う

に
か
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
３

月
ま
で
の
約
１
分
の
車
通
勤
が
懐
か
し

く
て
た
ま
ら
な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

東
京
出
向
が
決
ま
っ
た
と
き
、
何
か

目
標
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
、
次
の
３
点
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

１
、
全
国
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
現
状
、
課
題
の
研
究

　
（
で
き
る
だ
け
多
く
の
現
地
に
出
向

き
、
五
感
で
体
感
す
る
↓
最
終
的
に

は
山
江
村
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
提
案
・

実
践
）

２
、
山
江
村
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　
（
多
く
の
人
と
出
会
い
、
交
流
す
る
こ

と
で
１
人
で
も
多
く
の
方
々
に
山
江

村
の
魅
力
を
伝
え
る
）

３
、
人
脈
づ
く
り

　
（
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
）

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
こ
の
目
標
に
対
す

る
進
捗
状
況
や
、
自
分
な
り
に
感
じ
た

こ
と
を
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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エネルギー：427kcal 　たんぱく質：12.5ｇ

牛肉と新たまねぎのソース炒め

★材料（２人分）　　　 分量
・新たまねぎ 200ｇ
・牛肩ロース薄切り 140ｇ
・スナックエンドウ 8本
・赤ピーマン 20ｇ
・油 小さじ２
・塩・こしょう 少々
・粒マスタード 大さじ１
・ウスターソース 大さじ３

時代の旅行

●
発
行
所
/山
江
村
産
業
情
報
課

　
〒
868-8502 熊

本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
甲
1356-1

　
TEL 0966-23-3112  FAX 0966-24-5669

●
発
行
日
/

　
平
成
20年

5月
23日

発
行

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.yam

aem
ura.jp

●
Eメ
ー
ル
 jyouhou@

vill.yam
ae.lg.jp

●
印
刷
/（
株
）協
和
印
刷

くりの里やまえ

人口と世帯
平成20年4月30日現在

各課への直通電話がございます。
山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前月との比

総　 務　 課
産業情報課
企画情報センター
税　 務　 課
健康福祉課
会　 計 　室
建　 設　 課
議会事務局
教育委員会
歴史資料館

23-3111
23-3113
23-3112
23-5692
23-3978
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,958人（－39)

　男　　1,876人（－20)

　女　　2,082人（－19)

世帯数　1,250戸（－  2)

た　　びと　　き

　社会情勢の変化に伴いまして、共稼ぎ家庭の増加、農外収入へ
の依存、労働力構造の変化等によりまして、家庭で保育出来ない
児童が増加してまいりまして、山江保育園のみでは収容すること
が出来なくなり、村民の方の強い要望もありいろいろ検討の結
果、村立保育所建設を計画、50年度事業として章鹿倉台地の新
山田小学校に隣接して定員60名の保育所を新築完成し、５月１
日県の認可を受け開園致しました。
　保育園の名称は、地名にちなんで、「山江村立章鹿倉保育園」
通称、バンビ保育園と決定いました。

～記事より抜粋～

　４月、５月と新しい環境に慣れようと心身とも
に精一杯。免疫力も低下しやすく、ちょっとした
ことで体調を崩しやすいので、こんなときこそビ
タミンＣの豊富な食べ物を積極的にとって、スト
レスに負けない食生活を心がけ、疲れや倦怠
感・食欲不振を和らげるビタミンＢ１を含んだ食
材を中心に、バランスのよい食生活をすること
が大切です。今が旬の新たまねぎや、スナックエ
ンドウもメニューのひとつにしてください。

エネルギー：427kcal 　たんぱく質：12.5ｇ １牛肉は、塩・こしょうをしておく。たまねぎは、５
～６ｍｍ厚さに切る。エンドウは筋を取り、硬めに
さっと茹でておく。赤ピーマンは、種を取り、たま
ねぎと同じく切る。

２フライパンに油を熱し、牛肉を入れ炒め、肉の色が
かわったら、粒マスタード・たまねぎ・赤ピーマン
を加えてさっと炒め、塩・こしょう少々をふる。

３ウスターソースを②に加えて混ぜ合わせ、最後にス
ナックエンドウを加えてさっと火を通す。

やまえ広報第38号（昭和51年6月10日発行）から

みどりと太陽の下 　　
村立章鹿倉保育園が開園　

牛肉と新たまねぎのソース炒め

★材料（２人分）　　　 分量
・新たまねぎ 200ｇ
・牛肩ロース薄切り 140ｇ
・スナックエンドウ 8本
・赤ピーマン 20ｇ
・油 小さじ２
・塩・こしょう 少々
・粒マスタード 大さじ１
・ウスターソース 大さじ３


